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平成 26 年度
施 政 方 針

　
村
政
の
主
人
公
は
村
民
で
あ

る
と
の
認
識
の
下
、
村
民
の
皆

様
と
共
に
宇
検
村
と
し
て
の
将

来
像
を
見
据
え
て
、
村
民
一
人

ひ
と
り
の
意
見
を
拝
聴
し
な
が

ら
職
員
の
英
知
を
結
集
し
、
生

き
が
い
を
持
っ
て
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
村
づ
く
り
に
向
け
、
村

長
と
し
て
の
責
務
を
果
た
し
て

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
基
本
方
針
と
し
て
、
第
５
次

宇
検
村
総
合
振
興
計
画
に
基
づ

き
、
住
民
の
和
を
基
本
と
し
て
、

豊
か
な
自
然
と
歴
史
・
文
化
を

生
か
し
、
安
ら
ぎ
と
潤
い
の
あ

る
宇
検
村
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
公
正
公
平
・
透
明
性
の
あ

る
村
政
運
営
を
行
い
、
村
民
の

融
和
を
図
り
つ
つ
個
性
あ
ふ
れ

る
村
づ
く
り
を
、
村
民
と
と
も

に
築
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　毎年、第１回目の村議会定例会での村長が表明す
る施政方針は、その年度における政策の方向性を示
すものです。
　今回、その施政方針の内容につきまして掲載いた
します。（※紙面の都合上一部抜粋）

整
備
事
業

　
こ
れ
ま
で
平
成
18
年
度
か
ら

行
財
政
改
革
を
進
め
、
事
務
事

業
、
組
織
機
構
、
定
員
管
理
等

を
見
直
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
財
政
健
全
化
は
も
と

よ
り
、
地
方
分
権
の
推
進
や
社

会
経
済
の
変
動
に
対
応
で
き
る

自
治
体
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

改
革
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
世
界
自
然
遺
産
登
録

に
向
け
て
、
全
郡
で
取
り
組
み

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
登
録

に
向
け
て
の
村
民
へ
の
理
解
と

協
力
を
い
た
だ
き
、
合
わ
せ
て
、

村
独
自
の
事
業
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

 

●

 

●

 

●

　
県
道
に
つ
い
て
は
、
佐
念
工

区
に
て
、
佐
念
か
ら
タ
エ
ン
浜

間
の
道
路
改
良
事
業
を
要
望
し

て
ま
い
り
ま
す
。
同
じ
く
、
現

在
着
工
し
て
い
る
、
タ
エ
ン
浜

～
平
田
間
は
平
成
27
年
度
完
成

を
目
指
し
て
工
事
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
村
道
関
係
に
つ
い
て
は
、
平

成
25
年
度
に
引
き
続
き
、
下
田

橋
の
整
備
と
取
付
道
路
の
改
良

を
実
施
し
、
本
年
度
で
完
成
す

る
予
定
で
す
。

　
港
湾
事
業
に
つ
い
て
は
、
平

成
25
年
度
に
引
き
続
き
、
湯
湾

地
区
の
船
揚
場
の
整
備
と
、
避

難
上
屋
等
の
工
事
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
住
宅
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、

平
田
集
落
に
公
営
住
宅
1
棟
2

戸
を
建
設
し
ま
す
。
小
規
模
住

宅
は
名
柄
地
区
に
1
戸
を
整
備

し
ま
す
。

行
財
政
改
革

は
じ
め
に

農
業
振
興

　
長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
り
ま

し
た
奄
美
大
島
共
同
選
果
場
が

昨
年
2
月
か
ら
稼
働
し
、
今
後

奄
美
大
島
の
果
樹
の
品
質
が
統

一
さ
れ
販
路
拡
大
と
農
家
所
得

向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
農
協
共
販
に
お
け
る

選
別
は
も
ち
ろ
ん
、
個
人
選
別

も
実
施
し
て
お
り
、
多
く
の
方

の
利
用
促
進
を
図
り
、
果
樹
の

品
質
統
一
を
図
る
こ
と
が
急
務

と
考
え
ま
す
。

　
昨
年
に
続
き
農
地
環
境
整
備

事
業
で
石
良
・
阿
室
地
区
で
農

業
用
水
の
整
備
、
平
田
地
区
で

猪
防
護
柵
と
農
業
用
水
の
取
水

施
設
の
更
新
、
鳥
獣
被
害
対
策

実
践
事
業
で
湯
湾
地
区
の
猪
防

護
柵
を
整
備
し
ま
す
。

　
地
域
農
業
水
利
施
設
ス
ト
ッ

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
で
は
、

湯
湾
地
区
一
帯
の
農
業
用
水
の

水
源
確
保
の
た
め
導
水
管
の
補

修
を
行
い
ま
す
。

 

「
う
け
ん
市
場
」
は
、
開
設
か

ら
3
年
目
を
迎
え
、
登
録
生
産

者
数
も
現
在
は
１
８
０
名
を
数

え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
施

設
設
置
目
的
で
あ
る
「
観
光
情

報
の
提
供
と
生
産
者
の
顔
が
見

え
る
地
域
産
品
の
掘
り
起
こ
し
」

 

●

豊かな自然と歴史 ・文化を活かし
安らぎと潤いのある村づくり

宇検村

元田　信有
宇検村長
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●

林
業
振
興

に
一
定
の
成
果
が
現
れ
て
き
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
は
、
更

な
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
一
環
と

し
て
、
地
場
産
野
菜
の
講
習
会

や
現
地
指
導
を
強
化
し
な
が
ら

品
質
・
生
産
量
の
安
定
化
を
目

指
す
と
と
も
に
、
こ
の
生
産
活

動
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

 

●

教
育
行
政

　
循
環
型
林
業
の
形
態
を
目
指

し
、
そ
の
一
環
と
し
て
チ
ッ
プ

工
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
バ
ー
ク

を
堆
肥
化
し
、
農
家
へ
の
安
定

し
た
提
供
を
目
指
し
ま
す
。

松
喰
い
虫
被
害
に
つ
い
て
は
、

県
の
方
針
に
よ
り
防
除
事
業
は

終
了
し
ま
し
た
が
、
枯
損
木
対

策
事
業
や
樹
種
転
換
事
業
・
樹

幹
注
入
事
業
は
継
続
し
て
今
後

も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
県
営
林
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

林
道
佐
念
線
を
引
き
続
き
整
備

し
、
同
じ
く
林
道
田
検
福
元
線

の
舗
装
工
事
は
平
成
26
年
度
か

ら
35
年
度
ま
で
の
計
画
で
、
今

年
度
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。

　
村
の
事
業
で
は
、
平
成
24
年

度
か
ら
実
施
し
て
き
た
阿
室
線

の
舗
装
が
今
年
度
で
完
了
す
る

予
定
で
す
。

　
栽
培
型
漁
業
は
、
マ
グ
ロ
・

ク
ル
マ
エ
ビ
・
真
珠
養
殖
等
が

行
わ
れ
て
お
り
、
特
に
マ
グ
ロ

養
殖
は
天
然
海
洋
資
源
の
漁
獲

規
制
の
影
響
か
ら
市
場
で
も
今

後
ま
す
ま
す
消
費
需
要
が
高
ま

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
本
村
の
経

済
に
及
ぼ
す
影
響
は
多
大
で
あ

る
の
で
企
業
と
の
信
頼
関
係
を

構
築
し
な
が
ら
、
生
産
力
の
向

上
に
協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
の
開
発
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
は
田
検
四
級
地
区
を
再

整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
う
け
ん

水
産
振
興

市
場
や
「
開
運
の
郷
」
を
利
用

し
焼
酎
工
場
や
黒
糖
工
場
の
見

学
・
野
球
場
周
辺
に
整
備
し
た

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
使
用
な

ど
観
光
客
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

　
商
工
業
対
策
に
つ
い
て
は
、

村
内
商
工
業
の
活
性
化
の
た
め

に
実
施
し
て
い
る
「
や
け
う
ち

ど
ん
と
券
」
も
好
評
で
あ
り
ま

す
が
、
運
用
に
問
題
を
抱
え
て

お
り
、
利
用
形
態
等
、
内
容
を

一
部
見
直
し
な
が
ら
今
後
も
実

施
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　「
や
け
う
ち
ど
ん
と
祭
り
」
は

本
村
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ

て
お
り
、商
工
会
、連
合
青
年
団
、

各
種
団
体
で
構
成
す
る
や
け
う

ち
ど
ん
と
祭
り
実
行
委
員
会
と

も
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
多
く

の
村
民
が
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
保
健
福
祉
の
充
実
と
生
き
が

い
対
策
等
の
施
策
を
行
い
、
総

合
振
興
計
画
の
二
年
目
で
も
あ

観
光

・
商
工
業

保
健
福
祉

消
防

・
防
災

る
「
穏
や
か
で
ぬ
く
も
り
の
あ

る
、
支
え
合
い
の
村
づ
く
り
」

を
目
指
し
、
厳
し
い
財
政
状
況

下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
創
意
工

夫
・
努
力
を
行
い
な
が
ら
、
保

健
福
祉
行
政
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
診
療
業
務
は
、
平
成
24
年
度

か
ら
指
定
管
理
者
制
度
に
お
い

て
平
成
29
年
度
ま
で
の
５
カ
年

間
を
、
委
託
業
務
を
行
っ
て
お

り
診
察
診
療
を
出
来
る
体
制
が

確
立
で
き
て
い
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

　「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、未
来（
あ

す
）
へ
は
ば
た
く
　
心
豊
か
で

た
く
ま
し
い
人
づ
く
り
」
を
基

本
と
し
、「
ふ
る
さ
と
の
豊
か
な

風
土
や
教
育
的
な
伝
統
を
生
か

し
、
ふ
る
さ
と
に
立
つ
教
育
の

推
進
」
を
視
点
と
し
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、「
生

き
る
力
を
備
え
た
元
気
な
宇
検

の
子
ど
も
の
育
成
」
を
目
標
と

し
、
社
会
教
育
・
体
育
面
に
お

い
て
は
、「
結
い
の
心
で
生
き
生

き
と
学
ぶ
活
力
あ
る
宇
検
村
民

の
育
成
」
を
目
標
と
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
、

　
村
政
運
営
は
、
厳
し
い
財
政

状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
村
民

の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
頂
き
な
が
ら
、
全
員
参
加
の

村
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
村
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
環
境
づ
く
り
は
、
行
政

の
最
も
基
本
と
す
る
も
の
で
す
。

　
複
雑
多
様
化
す
る
災
害
時
の

対
応
に
消
防
団
の
組
織
力
を
最

大
限
に
生
か
し
、
防
火
・
防
災

及
び
救
急
活
動
の
迅
速
な
展
開

に
向
け
た
施
策
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

 

●

 

●

 

●

 
●

平成 26 年度　施政方針

 

●
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教育長より表彰を受ける児童生徒

　　    子ども達の多彩な演目を楽しむ
　　　第 2 回宇検村「子どもフェスタ」

　2 月 16 日（日）に村内の各小中学生が一堂に会
し、学校や個人で取り組む様々な活動を発表する
第 2 回宇検村「子どもフェスタ」が宇検村生涯学
習センター元気の出る館で開催されました。児童
生徒は作文や特技の発表、合唱、踊りなど、学校
での様々な活動の成果を披露しました。また、読
書活動の表彰式もあり、児童生徒は互いの頑張り
をたたえあいました。

1

田検小児童と交流　東北福祉大陸上部

　　     宇検村で強化合宿！
　　 　　　　　　東北福祉大！！
　　★ 陸上部 ＆ ハンドボール部 ★

　2 月 20 日～ 26 日までの間、宮城県仙台市の
東北福祉大学陸上部が宇検村では 9 回目の強化
合宿を行い、また、同大学のハンドボール部も 2
月 24 日～ 3 月 5 日に強化合宿を行いました。合
宿期間中に陸上部は田検小児童との交流会、ハン
ドボール部は滝の園との交流会をそれぞれ行いま
した。交流会を楽しみながら選手たちは期間中、
過酷な練習に取り組んでいました。

2

滝の園と交流　東北福祉大ハンドボール部 湯湾岳トレーニング　東北福祉大陸上部
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春の全国交通安全運動で安全運転を呼び掛ける児童たち

　　     みんなで安全・安心な村に…　
　  　   　交通安全運動・地域安全運動

　４月４日（金）に「春の全国交通安全運動・地
域安全運動」（６日～ 15 日）の出発式が湯湾の
信号機傍の広場で行われました。出発式の後には、
街頭キャンペーンを実施し運転手へみんなで安全
運転を呼び掛けました。また、９日からは各小中
学校で交通安全教室が開かれ、参加した生徒から
は「身近な自転車のルールや整備について学べた
ので、気を付けて事故のないようにしたいです。」
と話しました。

5

　　     屋鈍集落にてサンガツサンチ！
　　　　三月石へ出生報告★

　4 月 2 日（旧暦 3 月 3 日）屋鈍集落にてサン
ガツサンチの三月石の行事が行われ、三月石へ初
節句を迎えた赤ちゃん 2 人の出生報告と健康祈
願をしました。二家族ともに２年～３年前にこの
地を訪れており、昨年、待望の女の子を出産し今
回、三月石へ出生の報告へ訪れました。「三月石」

（福の神がこの石に舞い降り、赤子の神に変身す
るといわれる）は、御神酒を捧げお祈りをすると
子宝に恵まれると言われています。

4

3　　     熱戦♪盛り上がった！　
　　　～第１回宇検村ナンコ大会！～

　3 月 15 日（土）午後６時より、やけうちの里
において「第１回宇検村ナンコ大会」が行われま
した。村内の各集落代表や各種団体から 22 チー
ムが出場。３人１組の団体戦、選手や応援団を含
めると約 80 名が集まり、あわせナンコのルール
で熱戦を繰り広げました。結果は以下の通りです。
　第１位　…　議 会 B
　第２位　…　商 工 会
　第３位　…　保 健 福 祉 課 熱戦となった、第１回宇検村ナンコ大会！

サンガツサンチで三月石を訪れ、報告をする
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 平成 26 年度当初予算｜

53.0%
10.6%

7.8%

13.6%

4.9%3.3%
6.8%

地方交付税村債

国庫支出金

県支出金

繰入金

村税
その他

3億 8,440 万円

2億 9,973 万円

1億 3,794 万円

1億 9,244 万円

2億 1,980 万円

9,814 万円

15 億円

（地方譲与税・地方消費税交付金・
分担金及び負担金・使用料及び
手数料・財産収入など）

16.5%
11.3%

11.1%

15.6%

14.2%

14.8%

総務費教育費

農林水産業費

土木費

民生費

公債費

その他

4 億 1,933 万円

3 億 2,085 万円

4 億 0,143 万円

3 億 1,578 万円

（議会費 6,214 万円・衛生費 1 億 3,445 万円
商工費 5,107 万円・消防費 1 億 4,287 万円・予備費 950 万円など）

16.5%

4 億 4,120 万円

4 億 6,780 万円

4 億 6,606 万円

前年度比
11.7％増額

　平成 26 年度の当初予算について元田村長は施政方針の中で「景気の横ばいにより

村税も昨年度並みが見込まれ、また普通交付税も前年度並みに確保できる見込みで

あります。しかしながら、本年度も基金からの繰入により、予算編成がなされており、

引き続き財政健全化をすすめていかなければなりません。」などと述べました。ここ

では平成 26 年度当初予算の概要を紹介します。

　総額　28億 3,245 万円

歳入

歳出　

総 務 費
1,800 万円

民 生 費
1,404 万円

教 育 費
901 万円

2 億 0,120 万円

防火水槽整備事業（宇検・芦検）

田検保育所増改築工事

児童生徒少子化対策費

田検中学校体育館建設整備事業費

土 木 費
6,450 万円

5,691 万円

2,500 万円

農 林 水 産 業 費
2,640 万円

6,058 万円

道路整備事業

公営住宅建設事業（平田）

県単急斜面地崩壊対策事業

地域農業水利施設事業

農山漁村地域整備事業

《平成 26 年度の主な事業一覧》

増減
（前年度比）

△ 709 万円

736 万円

2,321 万円

29 万円

16 万円

△ 1,157 万円

△ 117 万円

予算額

3 億 7,891 万円

8,025 万円

3 億 4,357 万円

6,531 万円

1,616 万円

2 億 8,053 万円

3,581 万円

会計区分

国 保 事 業

国 保 施 設 事 業

簡 易 水 道 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

漁 港 漁 村 排 水 事 業

介 護 保 険 事 業

後 期 高 齢 者 医 療 事 業

《平成 26 年度特別会計予算》

議　会　費 33,607 円　　
総　務　費 238,615 円　　
民　生　費 252,061 円　　
衛　生　費 72,715 円　　

農林水産業費 173,526 円　　
商　工　費 27,620 円　　
土　木　費 170,784 円　　
消　防　費 77,269 円　　
教　育　費 226,787 円　　

《村民１人当たりに使われるお金》

※人口：1,849 人（平成 26 年 4 月末現在）で計算
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